
水道の水が出なくなった
～ 飲料水だけでは足りないよ～

断水した地域に水を運ぶ車

災害時に水が配られる場所

今、もし水道が止まったら、何日間そのままで暮らせますか？
非常用の飲料水として備蓄している方も少なくないはず。ところが断水して
困るのは飲料用や調理用だけではありません。入浴や洗濯だけでなく、生き
ていくための環境整備の清掃にも水が欠かせません。
今月は長期にわたる断水への対応として、給水車と応急給水場所について
紹介します。

災害時に水が配られる場所をおぼえておきましょう

防災の視点
２月

災害などで断水が発生したときに飲料水や生活用水を供給するため、給水車が水を

運んでくれます。豊田市は給水車（2t・4t）を計４台持っていますが、大規模災害

時には４台では足りないため、日本全国から給水車の応援を受ける体制となってい

ます。毎日来てくれれば安心ですが、全地域を回る場合は2・3日に1回。少ない場

合は１週間に１回になることも考えられます。

水の必要量は、飲料水として１人当たり１日３リットル程度です。手洗い用や歯磨

き用、洗浄作業用の生活用水を考慮すると、１人当たりの１日分の水の量は7.5～

15リットルにもなります。４人家族の場合は３日でおよそ１２０リットルの水が必

要になります。できれば大きめの給水袋を用意すると安心です。給水袋がない場合

は、大きめのゴミ袋を二重にしてリュックに入れると代用できます。また、スーツ

ケースなどを使えば体への負担を軽減して運搬できます。
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